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	重点的に育成を目指す資質・能力
①速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し、それらを求めること。(知識及び技能)
②異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり表現したりする方法を考察し、それらを日常生活に生かすこと。(思考力、判断力、表現力等)
③異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に検討して捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考え、数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとすること。(学びに向かう力、人間性等)

	[bookmark: _GoBack]本単元で働かせる数学的な見方・考え方
「二つの数量の関係に着目」「そろえる」「図で考える」「１あたりで表す」
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